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回答者に
ついて

当センターは2020年より市内の女性支援団体などと共に「Cloudy」というネットワークを立ち上げ、コロナ禍で
生活に困っている女性に生活必需品を配布してきました。回を重ねるにしたがい、数名の女性が苦しい胸の内を
話してくれるようになりました。もっと広く詳しく話を聞くために、会場とTwitter上でアンケートを実施しました。
寄せられた切実な現状に目を向け、私たちにできることを模索していきます。

就労状況

正規
社員
7%その他

7%

詳細不明
3%

非正規
社員

（フルタイム）
13%

パート・アルバイト
70％

働いている
70%の人の
雇用形態

働いている
70%

専業主フ
9%

学生
2%

無職・休職中
14%

その他
5%

静かな貧困 ～声をあげられない女性たち

～10代
5％

～9万円
30％

10～15万円
35％

16～30万円
16％

31～50万円
2％

50万円～
5％ 無回答

12％

その他
7％

ひとり暮らし
35%

ひとり親
33%

パートナー・
子どもと同居

9%

パートナーと同居
16%

20代
12％

30代
37％

40代
32％

50代 7％
60代 5％

無回答 2％

年齢 家族
構成

世帯
月収
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Q.生活で困っていることは？

母子家庭になってから
苦しい。離婚後の養育
費を払わない父親が
多い。強制的に払わ
せる仕組みを作らないと
母親と子どもが生活に
困る。（50代）

まだ若いから生活保護
などは絶対に受けられ
ないと思う。どのタイミング
でどこに頼れば良いのか
わからない。（30代）

パワハラやいじめにあっているが
これまで正規社員になったこと
がないし、技術もないので転職
できない。（40代）

女性の昇進が認められず
あきらめた。どんなに頑張っ
ても女性は管理職になれ
ない。（40代）

夫の上司の理解を
得られず、夫の会社に
育休を断わられた。
� （30代）

以前体調をくずし退職した
時に、夫が金銭も生活も
通院もサポートしてくれず
漠然とした不安はあります。
� （40代）

生活費にかかわる
物品の値上がり
（ガソリン・小麦粉
など）が地味につ
らい。�（年代不明）

独身で子どもがいない非正規雇用の女性は、低収入・非正規・未婚の
支援が必要だと思っています。将来へ十分な備えが難しい一方、年代が
上がるにつれ親の介護や自身の健康問題が出てくるので、失業や病気
などで一気に生活が崩れる可能性があります。
日本では女性は結婚すれば夫の収入で生活が安定するという考え方
が根強く、こうした女性に目を向けてこなかったと思います。国や自治体
に正規雇用への転換や生活支援制度に関する情報提供を強化して
ほしいです。札幌市が先駆けとなってくれるのを願っています。（30代）

ハローワークでも
窓口で断られた。
たらい回しになり、
行政に振り回
された。（70代）

離婚前のプレシン
グルマザーなので
どこの相談窓口
に行けばよいか
わからない。
 （40代）

利用したことのある相談や制度
金銭に関すること

就労に関すること

子育てに関すること

医療機関への受診・相談など

相談していない

14％

21％

21％

26％

26％
0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

もっと困ってる人が
いると思うので（支
援制度は利用して
いない）。（50代）

どのような状況になったら
申請するものなのかが
わからない。（20代）

Q.これまでに何かを諦めた
　 経験はありますか

妊娠中の離婚から
生活が苦しい。別居
時から生活保護を
受給しています。（30代）

Q.制度を利用しない理由/
　 制度や支援に思うことは？

Q.モヤモヤしていることは
　 ありますか？

Q.自治体の制度や支援機関の
援助を利用していますか？
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　見えにくい、あるいは見ないように

　されている「女性の貧困」。

　貧困が生み出される原因となる

　社会の構造や、女性ならではの

　課題について京都大学の丸山里美さんに

　お話しいただきました。

話し手：丸山　里美さん
書き手：師田真由美さん（ライター）

コ
ロ
ナ
禍
で

よ
り
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

女
性
の
貧
困

　

人
々
の
生
命
や
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
女

性
の
雇
用
や
生
活
を
直
撃
し
た
コ
ロ
ナ
禍
。
子
育
て
世
代
の
女

性
は
、
臨
時
休
校
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
呼
び
掛
け
で
家
事
・
育

児
等
の
負
担
が
増
し
、
勤
務
の
継
続
や
失
業
後
の
再
就
職
が
困

難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
率
は
50
％
を
超

え
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
、
特
に
非
正
規
雇
用
の
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
は
、
失
業
や
収
入
減
に
よ
り
生
活
苦
に
追
い
打
ち
を
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
女
性
の
貧
困
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。
戦

後
日
本
の
社
会
で
は
、
家
族
内
に
男
性
の
稼
ぎ
主
が
お
り
、
未

婚
女
性
は
父
親
に
、
既
婚
女
性
は
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
社
会
保
障
制
度
も
そ
の
前
提
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
性
別
役
割
分
業
が
社
会
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
し
か
も
、
働
く
女
性
の
約
半
数
が
短
時
間
労
働
や

非
正
規
雇
用
で
、
男
女
の
賃
金
格
差
も
大
き
い
ま
ま
で
す
。

　

結
婚
し
た
ら
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し

も
そ
う
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
世
帯
収
入
で
見
る
と
貧
困
に
該
当

し
な
く
て
も
、
妻
と
な
っ
た
女
性
の
多
く
は
扶
養
の
範
囲
内
で

働
く
こ
と
が
多
い
た
め
年
収
は
１
０
０
万
円
程
度
と
少
な
く
、

家
庭
に
十
分
な
生
活
費
を
入
れ
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な
こ
と
が

あ
る
と
、
妻
個
人
は
貧
困
を
経
験
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
離
婚
で
世
帯
が
壊
れ
た
場
合
は
、
収
入
の
少
な
い
女
性
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
未
婚
で
実
家
に
暮
ら
す
女
性
も
同
様
で
、
稼
ぎ
主
で

あ
る
父
親
が
定
年
退
職
あ
る
い
は
失
業
や
他
界
す
る
と
、
貧
困

に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夫
が
他
界
し
た
高
齢
女
性

も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

で
は
、
結
婚
せ
ず
に
自
立
し
て
働
き
続
け
た
ら
貧
困
に
な
ら

な
い
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
ま
た
違
い
ま
す
。
今
は
未
婚
化
や

晩
婚
化
も
進
ん
で
お
り
、
戦
後
の
日
本
で
形
づ
く
ら
れ
て
き
た

標
準
的
な
家
族
の
あ
り
方
が
崩
壊
し
て
き
ま
し
た
。
正
規
雇
用

と
し
て
働
く
女
性
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
管
理
職
に
就
く
女
性
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は
少
な
く（
※
1
）、
昇
給
の
幅
も
小
さ
く
、
最
終
的
な
男
女
の

給
与
格
差
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
貧
困
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、「
男
性
も
大
変
な
ん

だ
！
」と
い
う
声
も
上
が
っ
て
き
ま
す
。
確
か
に
非
正
規
雇
用

の
男
性
の
貧
困
は
、
女
性
の
貧
困
と
近
い
と
い
え
ま
す
。
そ
も

そ
も
非
正
規
雇
用
自
体
、
女
性
の
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

の
家
計
補
助
的
な
働
き
方
だ
っ
た
も
の
が
、
2
0
0
0
年
代
に

入
っ
て
男
性
に
も
拡
大
し
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
非
正
規

雇
用
と
い
う
枠
内
で
比
較
し
て
も
、
女
性
の
方
が
賃
金
は
低
い

の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
非
正
規
雇
用
の
働
き
方
や
収
入
格
差

に
問
題
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
の
構
造
が
顕
在
化
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

子
育
て
世
代
や
未
婚
・
非
婚
の
女
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
若
い

女
性
に
も
貧
困
は
及
ん
で
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
お
し
ゃ
れ
な

若
い
女
性
か
ら
は
、
生
活
苦
を
感
じ
さ
な
い
た
め
想
像
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
20
代
前
半
の
女
性
の
賃
金
は
性
別
・

年
齢
的
に
見
て
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。（
※
２
）。

　

東
京
で
貧
困
支
援
を
行
う
N
P
O
法
人「
自
立
生
活
セ
ン

タ
ー
・
も
や
い
」の
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
寄

せ
ら
れ
る
女
性
か
ら
の
相
談
の
特
徴
と
し
て
は
、
幼
少
期
に
虐

待
に
遭
っ
た
、
D
V
を
受
け
て
い
る
、
職
場
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
あ
っ
て
メ
ン
タ
ル
の
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
と

話
す
人
が
少
な
く
な
く
、
女
性
の
貧
困
の
背
景
に
あ
る
暴
力
の

問
題
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
は
貧
困
に
陥
っ
て
い
て
も
、「
恥
ず
か
し
い
」と
い
う
気

持
ち
も
あ
っ
て
声
を
上
げ
に
く
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
社
会
問
題
と

し
て
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
場
合
、

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
支
援
も
あ
り
ま
す
が
十
分
と
は
い
え

ず
、
単
身
女
性
の
場
合
は
生
活
保
護
ぐ
ら
い
し
か
利
用
で
き
る

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
が
上
が
り
、
非
正
規
雇
用
者
が
加
入
で
き
る
社
会

保
障
を
拡
充
す
る
な
ど
、
女
性
が
経
済
的
に
自
立
す
る
環
境
が

整
わ
な
け
れ
ば
女
性
の
貧
困
は
改
善
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
社
会

全
体
で
解
決
し
て
い
く
べ
き
問
題
な
の
で
、
地
域
や
個
人
で
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
相
談
で
き
る
場
が
あ
る

こ
と
で
救
わ
れ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
利
用
で
き
る

制
度
の
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
必
要
と
す
る
人

に
届
い
て
生
活
を
立
て
直
す
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

京都大学文学研究科博士課程
単位取得認定退学。博士（文学）。
専攻は社会学、ジェンダー論。
現在、京都大学大学院文学研
究科准教授。

著書に『 女性ホームレスとして
生きる〔増補新装版〕―貧困と
排除の社会学』（2021年、世界
思想社）などがある。

プロフィール

丸山 里美
（京都大学大学院 文学研究科 准教授）

※１：� �
　�令和２年度「雇用均等基本調査」
によると、管理職に占める女性の
割合は、部長相当職で8 . 4％
（令和元年度6.9％）、課長相当職
で10.8％（同10.9％）、係長相当
職で18.7％（同17.1％）。 

※２：� �
　�厚生労働省� �
「令和２年賃金構造基本統計調査」
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札幌市からの
情報提供

困った時の
相 談 窓 口

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
相
談
窓
口
を
利
用
し
て
い
な
い
人
が
26
％
い
ま
し
た
。

利
用
し
て
い
る
相
談
窓
口
で
も
差
が
あ
り
、
金
銭
に
関
す
る
相
談
を

し
て
い
る
人
は
少
な
い
で
す
。

生
活
費
な
ど
に
関
す
る
市
の
制
度
や
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
札
幌
市
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

りぷる編集スタッフ：

アンケートでは相談窓口を利用していない人が４人に１人もいて、生活
費に関する相談をしている方も14％だけでした。札幌市ではどんな
制度がありますか？

　　　札幌市：

他にも「Women's LINE」というLINE相談もありますね。
ためらわず制度や相談窓口を訪ねてみてください。

りぷる編集スタッフ：

「どんな制度があるのか知らない」という声もありました。まずは相談する
ことが大切ですね。役所での相談の前にどこかに気軽に相談したいという
方は裏表紙に記載している「女性のための総合相談・法律相談」にご相談
いただけたらと思います。

　　　札幌市：

制度を利用するには確かに条件がありますが、年齢などによるのではなく、
個人のケースによって判断されます。相談は誰でもできますのでお気軽に
ご相談ください。

りぷる編集スタッフ：

アンケートでは「20代だから生活保護が受けられるかわからない」という
声もあったのですが、年齢は関係ありますか？

　　　札幌市：

そうですね。生活保護は状況に応じ、生活のために必要な支援を行う
制度です。ステップでは生活の困りごとの解決のお手伝いをしています。
就労の支援も行っていますし、居住確保給付金の支給窓口にもなって
います。電話やお問い合わせフォームからご予約ください。

りぷる編集スタッフ：

生活に関する制度だと、札幌市の生活保護や札幌市生活就労支援センター
（ステップ）などが利用できるでしょうか？

　　　札幌市：

まず左記のコード１のサイトをご覧ください。コロナに関した窓口を
まとめたHPですが、幅広く利用できる制度が載っています。

Women’s LINE
（運営：札幌市男女共同参画センター）

ステップ（札幌市生活
就労センター）について

札幌市内の
相談窓口一覧

生活保護について

1.

2.

3.

4.
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ルポ　コロナ禍で
追いつめられる女性たち

飯島裕子 著
光文社新書

　以前から単身女性の貧困はひっそ
りと問題になっていました。65歳以上の
高齢単身女性の約半数は貧困に
陥っているとも言われています。どの制
度にもひっかからない、または自分は対
象外だと思っている行き場のない女性
たち、コロナ禍であっても安心して家に
いることができない女性たち、SNSなど
発信する手段を持たない女性たち、
彼女たちへの支援が急がれます。

みんなはアイスを
なめている
～おはなしSDGｓ 貧困をなくそう

安田夏菜 作
講談社

　小学6年生の陸の家は給食費も
学童保育のお金も払えない。妹はテ
レビに映るやせこけた外国の子ども
を見て「うちは貧乏なんかじゃない！」
というが、本当にそうなんだろうか？
　子どもの視点を通して、日本の「貧
困」を描く物語。遠い外国の明日の命
が危うい子どもたちの話ではなく、見
えていないだけ、あるいは見ないよう
にしている身近にある貧困問題につ
いて考える一冊です。

札幌エルプラザ内にある「情報センター」では
男女共同参画を含めた４分野の資料を
閲覧したり借りたりすることができます（ご利用は無料です）。

Youth

Reportage

三千円の使い方

原田ひ香 著
中公文庫

　家族３世代４人の女性にお金に
関わる問題が巻き起こります。自分の
生活と友人の生活を比べてしまう姉。
母や祖母世代にありがちなお金に
まつわる相談や問題。結婚を考えて
いる相手に奨学金の借金があることを
知る妹。各場面の金額がリアルです。
お金は生活に不可欠だけど、人生は
お金だけでもありませんよね。この家
族がどう解決するのか、どんな人生に
するのか気になる小説です。あなた
ならどんな生活を望みますか？

Novel

女性ホームレスとして生きる
貧困と排除の社会学　増補版

丸山里美 著
世界思想社

　コラムにご協力いただいた丸山さんの
著作の増補版です。丸山さんが出会った、
野宿をしたり宿泊所で暮らしたりする女性
たちの声が掲載されています。「女性ホー
ムレス」という記号ではなく、いま生きている
人と出会うことができる本です。
　ホームレスは男性という思い込みや
女性への支援制度で前提とされてきた
ことなど、福祉制度に潜むジェンダー観に
ついても解説しています。

Sociology
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札幌市男女共同参画センターでは相談窓口を開設しています。相談料は無料です。各相談では専門の相談員がお話をお伺いし、秘密は固く守ります。
相談内容から浮かび上がった問題は、ジェンダーに関わる課題として市民や行政に投げかけ、男女共同参画社会の実現に生かします。

令和4年3月

#SA
PPORODIVERSITYFORUM

を

開
催
し
ま
し
た

#
SA
PPO

R
O
D
IV
E
R
SIT
Y
F
O
R
U
M

は
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
や
女
性
活
躍
、男
性
の
家
庭
参
画
、セ
ク
シ
ュア
リ
テ
ィ
な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
を
通
し
て
、札
幌
に
住
む
あ
な
た
と
一
緒
に
札
幌
が

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
都
市
へ
進
化
す
る
こ
と
を
目
指
す
札
幌
市
主
催
の

継
続
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。多
様
性
に
溢
れ

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
作
る
に
は
、一
人
ひ
と
り
の
意
識

変
容
と
企
業
な
ど
社
会
の
制
度
改
革・風
土
醸
成
が
重
要
で
す
。

11
月
か
ら
２
月
ま
で
４
か
月
に
わ
た
り
講
師
の
方
を
お
招
き
し
、

企
業
の
管
理
職・人
事
担
当
者
か
ら
学
生
や
市
民
の
方
ま
で
、様
々
な

属
性
の
方
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、テ
ー
マ
も

働
き
方
改
革
か
ら
男
性
の
家
庭
参
画
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
、D
V
防
止
、学
生
の
キ
ャ
リ
ア
、セ
ク
シ
ュア
リ
テ
ィ

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、

ほ
と
ん
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
期
間
限
定
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
ま

し
た
が
、対
面
セ
ミ
ナ
ー
が
難
し
い
中
、職
場
や
自
宅
、カ
フェ
な
ど
か
ら

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
様
々
な
社
会
課
題
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
貧
困
を
は
じ
め
、こ
う
し
た
問
題
は
今
に
な
っ
て
起
き
た

こ
と
で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
社
会
に
あ
っ
た
問
題
で
す
。

し
か
し
、な
か
な
か
直
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
実
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。困
っ
て
い
る
人
が
社
会
と
切
り
離
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、必
要
な
支
援
が
行
き
届
き
希
望
を
も
っ
て
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
を
切
に
望
み
ま
す
。そ
の
た
め
に
、今
近
く
で

声
を
上
げ
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
の
存
在
に
気
づ
き
、目
を
そ
ら

さ
ず
に
未
来
を
考
え
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
き
た
い
で
す
。

日　　時 相　談　員 相　談　方　法 相　談　内　容

女性のための
総合相談

第1・3 水
10:00 〜12:00

第 2・4 水
18:00 〜20:00

カウンセラーなど
（女性）

面談／電話
（011-728-1225）

・パートナーとの関係や、家庭における性別役割に関わること

・セクシュアリティや恋愛、対人関係に関わること

・職場や地域における性別役割に関わること

女性のための
法律相談

第1・3 金
18:00 〜20:00

弁護士
（女性）

面談

・DVや離婚、別居に関わること

・職場や地域等でのセクシュアル・ハラスメントなど

・性別を理由とした不当な扱い、嫌がらせなど

予約受付電話： 011-728-1255
※完全予約制なので事前にお電話でご予約ください。


